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第３部 今後に向けて 

 ～将来世代に引き継いでいくために必要なこと～ 

１ 将来にわたり良質な水を安定的に確保し、様々な生き物が共存する豊かな森と川を

将来世代に引き継ぐために 

本県では、昭和22年の相模ダム竣工以来60余年にわたって４つのダムを建設するな

ど水源開発に力を注ぐとともに、治水や利水に重点をおいた取組により、県民の生活

と産業の発展を支えてきました。このことは、洪水から県民の生命や財産を守り、産

業用水や生活用水を確保するという点では成果をあげてきましたが、その一方で、コ

ンクリート構造の護岸が増え、河川の生態系や自然の水循環に影響を与えることとな

り、人と自然との豊かなふれあいの機会が減ることにもなりました。また、生活排水

による環境への負荷も問題となっていました。 

一方、ダムの蓄える水を育む森林の姿は、昔から私たちの生活と密接なつながりが

あります。これまでのおよそ 100 年間、水源地域の森林は人間社会の変化とともに大

きく変貌し、それに伴い、森林に関する課題・問題も移り変わってきました。戦中戦

後までは過剰な利用が常であり緑の回復が大きな課題となっていましたし、近年では、

スギやヒノキの人工林の手入れ不足、シカの増加、ブナ林の衰退などによる森林の水

源かん養などの働きの低下が大きな問題となってきました。 

 

そこで、本県では、平成17年にかながわ水源環境保全・再生施策大綱を策定し、ま

た、平成19年から5年ごとに実行5か年計画を定めて、森林や河川、地下水の保全・再

生、水源環境への負荷軽減などを推進することによって、水源環境を良好な状態に保

ち、自然が本来持っている水循環機能を高めて、将来にわたり県民が必要とする良質

な水の安定的確保を目指してきました。 

これまでの約 8 年間の取組みにより、森林においては、間伐の遅れていた人工林の

整備が進み、また、シカの捕獲管理などの取組みも進めた結果、下層植生が回復して

いるところも見られるようになるなど、総じて水源かん養機能や森林生態系の健全化

については維持・向上の方向にあると考えられます。 

また、生態的な連続性を持った豊かな水辺空間の創出を図り、多様な生物が棲み自

然の浄化機能が発揮されるような河川等の整備をはじめ、地下水の保全や生活排水対

策など、さまざまな取組を行ってきており、現状では、県内の水源河川の水質は総じ

て良好な状態を維持しています。 

しかし、こうした取組はまだ道半ばであることから、今後も、施策大綱に掲げた将

来像に向けて、工夫を重ねながら着実に取組を進めて行く必要があります。 

 

森林は、かつては自然に多様な生き物が暮らす多彩で豊かな生態系を維持していま

したが、人との長い関わりの中でその姿を変えてきており、今後も私たちが森林の

様々な働きや森の恵みを享受していくためには、適切な手入れや管理を行うことが必

要となっています。 

また、かつて河川は、流域の特性に応じた形態・生態系が形成され、その場所ごと
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に自然の浄化機能を有していました。こうした河川が有していた自然の浄化機能すべ

てを取り戻すことはできませんが、できる限り現在の水源河川にかつての川の原風景

の要素を取り戻していくことが必要だと考えます。 

 

この取組を進め、さらに将来にわたって良好な水源環境を維持していくためには、

県民全体でこの施策の理解を深め支えていく必要があるとともに、森林ボランティア

活動など森林を守る活動の実践や、地域の暮らしの中で生活排水の負荷を減らす取組

みや河川周辺の清掃活動など、水源環境を自分たちで守り続けていこうとする主体的

な意識と行動が大切と考えます。また、将来を担う若者や子ども達にも水源環境の大

切さを教え、いっしょになって行動していくことも重要でしょう。 

 

このように県民がひとつになって取り組んでいくことにより、はじめて、将来にわ

たり良質な水を安定的に確保し、様々な生き物が共存する豊かな森と川を将来世代に

引き継ぐことができるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵作者：米山有美 

【生き物が棲める川】 
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２ 県民の皆様に支えられて（県民参加の取組） 

（１）水源環境保全・再生かながわ県民会議の活動 

 県民参加の仕組みとして、有識者・関係団体・公募委員を構成員とする「水源環境

保全・再生かながわ県民会議」を設置し、特定課題を検討する２つの専門委員会と３

つの作業チームを組織し、活動しています。 

 

  ①設置経緯 

県民会議 

水源環境保全・再生施策について、計画・評価・見直しの各段階に県

民意見を反映し、県民が主体的に事業に参加し、県民意見を基盤とした

施策展開を図るため、有識者、関係団体、公募委員各10名、計30人の構

成で、平成19年４月に県が設置した。 

施策調査専門委員会 

施策の進捗や効果を把握するための指標･方法、施策の点検・評価及

びそれらの県民への情報提供に関することを所掌事項とし、学識経験者

を委員として平成19年５月に設置した。 

市民事業専門委員会 
ＮＰＯ等が行う事業を支援する仕組みの検討を所掌事項とし、学識

経験者を中心に平成19年５月に設置した。 

県民フォーラム 

チーム 

水源環境の現状や保全・再生施策の状況を周知するとともに、県民

意見を幅広く収集することを目的に、地域選出の公募委員を中心に企

画･実施するもので、19年度に設置を決定した。 

事業モニターチーム 

12の特別対策事業を県民の目線でモニターし、その結果を発信する

ことを目的に、公募委員を中心に企画・実施するもので、19年度に設

置を決定した。 

森林の保全・再生事業を担当する森チームと、水源の保全・再生事

業を担当する水チームの２チームを、公募委員を中心に編成した。 

コミュニケーション 

チーム 

施策の実施状況・評価等について、分かりやすく県民へ情報を提供す

る手法などを検討するため、平成19年８月に公募委員を中心に結成し

た。 

 

②県民会議の主な議題・活動 

  平成19年度 

第１回 H19. 5.16 設置要綱等会議運営方針の決定、２つの専門委員会の設置 

第２回 H19. 7.31 ２つの専門委員会と公募委員の関係整理、県民フォーラムの開催決定 

第３回 H19.11.22 市民事業支援制度の中間報告書を承認、県民会議の全体像議論 

 H19.12. 4 「市民事業支援制度中間報告書」知事へ報告 

第４回 H20. 2.14 市民事業支援制度の最終報告書を承認、県民フォーラム意見取りまとめ、

事業モニターチーム設置、ニュースレター発行決定 

 H20. 2.19 「市民事業支援制度最終報告書」知事へ報告 

  平成20年度 

 H20. 5.15 「県民フォーラム意見報告書-19年度-」知事へ報告 

第５回 H20. 5.26 市民事業支援制度の開始、各委員会、チームの活動方針・状況 

第６回 H20. 9.11 県民フォーラム意見取りまとめ、次回フォーラム協議、県民フォーラム意

見への県の回答 

第７回 H20.11.27 点検表(仮称)検討状況報告、市民事業等報告書を承認、県HPに関する検証

結果報告 

 H20.12.18 「市民事業等支援制度報告書」及び「県民フォーラム意見報告書-20年度-

」知事へ報告 

第８回 H21. 3.27 本点検結果報告書、県民フォーラム意見への県の回答、県HP及び市民事業

に関する県の対応状況 
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  平成21年度 

第９回 H21. 5.29 第２期座長等の選任、県民意見の集約・県民への情報提供 

第10回 H21. 8. 3 各専門委員会の検討状況の報告、県の広報活動の取組など 

－ H21.10.21 山梨県内桂川流域現地調査 

第11回 H21.11.26 各専門委員会の検討状況の報告、次期実行５か年計画に関する意見の検討

など 

第12回 H22. 3. 8 各専門委員会の検討状況の報告、次期実行５か年計画に関する意見の検討

など 

  平成22年度 

第13回 H22. 5.31 次期実行５か年計画に関する意見書、第７回・第８回県民フォーラム意見

報告書の承認など 

第14回 H22. 8.12 現行５か年計画の課題と対応方向の検討、各専門委員会の検討状況の報告

など 

第15回 H22.11.15 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供、県

民会議の機能強化の検討 

平成23年度 

第16回 H23. 5.30 市民事業専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提

供、事業評価ワーキンググループの検討状況の報告、情報提供等ワーキン

ググループの設置 

第17回 H23. 8. 1 「市民事業等支援制度報告書」知事へ報告、施策調査専門委員会の検討状

況の報告、事業評価ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ・情報提供等ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの検討状況の

中間報告など 

第18回 H23.11. 7 施策調査専門委員会の検討状況の報告、事業評価ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ・情報提供

等ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの検討状況の最終報告など 

第19回 H24. 3.26 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供、第

３期県民会議への引継事項など 

平成24年度 

第20回 H24. 5.30 第３期座長等の選任、第２期県民会議からの引継事項、平成24年度活動ス

ケジュールなど 

第21回 H24. 8. 3 各専門委員会の検討状況の報告、平成24年度作業チームの活動方向など 

第22回 H24.11.14 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供など 

第23回 H25. 3.25 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供、

「点検結果報告書」の提出など 

平成25年度 

第24回 H25. 5.28 市民事業支援補助金の平成24年度実績、25年度交付決定状況、県民意見の

集約・県民への情報提供など 

第25回 H25. 8.29 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供など 

第26回 H25.11.22 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供など 

第27回 H26. 3.27 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供、

「点検結果報告書」の提出、第４期県民会議への引継事項など 

平成26年度 

第28回 H26. 5.30 第４期座長等の選任、第３期県民会議からの引継事項、平成26年度活動ス

ケジュールなど 

第29回 H26. 8.27 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供など 

第30回 H26.11.27 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供など 

第31回 H27. 3.20 各専門委員会の検討状況の報告、県民意見の集約・県民への情報提供、

「点検結果報告書」の提出など 

 

③県民フォーラム開催状況 

 開催地域 開催日 開催地 参加者数 意見数 

 平成19年度    

第１回 県西地域 H19.10.23(火) 山北町 250名 77件 
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第２回 県北地域 H20. 1.17(木) 相模原市 182名 54件 

第３回 県央・湘南地域 H20. 3.23(日) 秦野市 110名 38件 

 平成20年度    

第４回 横須賀・三浦地域 H20. 5.16(金) 横須賀市 74名 17件 

第５回 横浜・川崎地域 H20. 7.31(木) 横浜市 91名 29件 

第６回 （総括） H21. 2.11(水) 相模原市 326名 88件 

 平成21年度    

第７回 横浜・川崎地域 H22. 1.26(火) 横浜市 205名 55件 

第８回 県央・湘南地域 H22. 2.27(土) 藤沢市 131名 71件 

平成22年度    

第９回 県西地域 H22. 7.29(木) 小田原市 105名 40件 

第10回 山梨県 H22. 9. 4(土) 山梨県大月市 142名 34件 

第11回 川崎・横浜地域 H22.10.24(日) 川崎市 102名 19件 

第12回 湘南・県央地域 H23. 2. 6(日) 伊勢原市 122名 34件 

 平成23年度 

第13回 （大規模） H23. 8.27(土) 横浜市 361名 119件 

第14回 相模原地域 H24. 3. 4(日) 相模原市 123名 52件 

 平成24年度 

第15回 横浜・川崎地域 H24.10.23(火) 横浜市 ※620名 15件 

第16回 相模原地域 H24.11.24(土) 相模原市 268名 34件 

第17回 横浜・川崎地域 H25. 3.16(土) 横浜市 ※1,172

名 

129件 

 平成25年度 

第18回 県西地域 H25. 5.25(土) 小田原市 ※375名 68件 

第19回 横浜・川崎地域 H25. 8. 9(金) 

      10(土) 

横浜市 ※261名 97件 

第20回 相模原地域 H25.11. 9(土) 相模原市 ※64名 30件 

第21回 横浜・川崎地域 H26. 2.22(土) 横浜市 ※524名 109件 

 平成26年度 

第22回 県西地域 H26. 8. 2(土) 小田原市 ※316名 38件 

第23回 横浜・川崎地域 H26.11. 9(土) 川崎市 ※463名 80件 

第24回 横浜・川崎地域 H27. 3.22(日) 横浜市 155名 30件 

※ アンケート回答者数 

 

④事業モニター実施状況 

 実施日 対象事業 実施場所 

  平成20年度  

森 

H20. 5.17(土) 地域水源林整備の支援 秦野市 

H20. 9.10(水) 水源の森林づくり事業の推進 山北町 

 間伐材の搬出促進 秦野市 

H20.10.30(木) 丹沢大山の保全・再生対策 清川村 

H21. 2. 9(月) 渓畔林整備事業 清川村 

水 

H20. 5.21(水) 河川・水路における自然浄化対策の推進 小田原市、開成

町 

H20. 9. 5(金) 県内ダム集水域における公共下水道、合併処理浄化

槽の整備促進 

相模原市 

H20.10.28(火) 地下水保全対策の推進 座間市 

 河川・水路における自然浄化対策の推進 厚木市 

H21. 1.18(日) 市民事業支援制度 山北町、大井町 

  平成21年度  

森 H21.10.16(金) 丹沢大山の保全・再生対策 清川村 



125 

 

H21.12.21(月) 渓畔林整備事業 山北町 

 地域水源林整備の支援 中井町 

H22. 2.10(水) 水源の森林づくり事業の推進 厚木市 

 間伐材の搬出促進 秦野市 

水 

H21. 9. 7(月) 県内ダム集水域における公共下水道、合併処理浄化

槽の整備促進 

相模原市 

H21.12.17(木) 河川・水路における自然浄化対策の推進 相模原市、厚木

市 

H22. 2. 8(月) 地下水保全対策の推進 秦野市 

平成22年度 

森 

H22. 9. 8(水) 丹沢大山の保全・再生対策 清川村 

H22.10.19(火) 地域水源林整備の支援 相模原市、清川

村 

水 

H22. 8. 6(金) 河川・水路における自然浄化対策の推進 小田原市、開成

町 

H22. 9.15(水) 地下水保全対策の推進 中井町、開成町 

平成23年度 

森 

H23. 8. 8(月) 水源の森林づくり事業の推進 山北町 

間伐材の搬出促進 秦野市 

H23.11. 9(水) 丹沢大山の保全・再生対策 清川村 

渓畔林整備事業 

H23.11.30(水) 水源の森林づくり事業の推進（かながわ森林塾） 松田町 

地域水源林整備の支援 箱根町 

水 

H23. 9.12(月) 河川・水路における自然浄化対策の推進 相模原市 

H24. 2.23(木) 河川・水路における自然浄化対策の推進 大井町、南足柄

市 

平成24年度 

森 

H24.11. 7(水) 
水源の森林づくり事業の推進 山北町 

渓畔林整備事業 山北町 

H24.12. 6(木) 
水源の森林づくり事業の推進 相模原市 

地域水源林整備の支援 相模原市 

水 H25. 2. 8(金) 
河川・水路における自然浄化対策の推進 厚木市 

地下水保全対策の推進 秦野市 

平成25年度 

森 
H25. 8.26(月) 

水源の森林づくり事業の推進 
秦野市、清川村 

丹沢大山の保全・再生対策 

H25.11.29(金) 水源の森林づくり事業の推進 山北町 

水 H25.10.17(木) 

県内ダム集水域における公共下水道、合併処理浄化

槽の 

整備促進 

相模原市 

他 H26. 1.20(月) 相模川水系上流域対策の推進 山梨県大月市 

平成26年度 

森 
H26.10. 9(木) 丹沢大山の保全・再生対策 清川村 

H26.10.28(火) 水源の森林づくり事業の推進 山北町 

水 H26.12.15(月) 
河川・水路における自然浄化対策の推進 松田町 

県内ダム集水域における合併処理浄化槽の整備促進 山北町 

他 H26.11.18(火) 相模川水系上流域対策の推進 山梨県上野原市 
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⑤ニュースレター発行状況等 

号 発行日 タイトル 

  平成20年度 

１ H20. 7.18(金) 里山整備に注ぐパワーはすごい 

２ H20. 7.31(木) メダカも喜ぶ河川整備 

３ H20.11. 4(火) ダム集水域の流入水をきれいに 

４ H20.11.20(木) 活動しています！水源環境保全・再生かながわ県民会議 

５ H20.12. 5(金) 育林、整備、伐採、そして流通の現場を見る 

６ H20.12.15(月) 地下水も郊外河川もきれいに 

７ H20.12.25(木) 水源環境の保全に取り組む市民活動を応援します！ 

８ H21. 1.22(木) 丹沢大山の自然をよみがえらせ水源を守ろう 

９ H21. 3. 3(火) 県民もがんばる水源環境保全・再生の取組み 

10 H21. 3.18(水) 渓畔林は森から川への恵みの移行ゾーン 

11 H21. 3.27(金) 水源地・森林再生の第２ステージに向けて 

  平成21年度 

12 H21. 8. 3(月) 第２期水源環境保全・再生かながわ県民会議がスタートしました！ 

13 H21.10.20(火) 順調に進む県内ダム集水域の生活排水対策 

14 H21.12.21(月) 県民の大切な水資源、丹沢大山の森林荒廃を防ぐ 

15 H22. 2.22(月) 各地で進む水源環境の保全・再生 

16 H22. 3.29(月) 「活力ある森づくり」と「安全でおいしい地下水の保全」 

平成22年度 

17 H22. 9.22(水) 生態系に配慮した整備・改修、直接浄化対策の用排水路 

18 H22.10.29(金) シカの管理と森林整備で水源地を守ろう！ 

19 H22.11.30(火) おいしく安全な地下水を守るために 

20 H23. 1.17(月) 水源環境の保全・再生はみんなの力で！ 

21 H23. 3.11(金) 地域の水源林を守る！ 

平成23年度 

22 H23. 7.28(木) 水源環境保全・再生に取り組む現場を見学しました！ 

23 H23.10.28(金) いのち輝く水を次世代に引き継ぐために 

－第13回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラムを開催しました－ 

24 H24. 1.26(木) 着実に進む水源環境保全・再生への取組 

－平成23年４つの現場をモニターしました！－ 

25 H24. 3.14(水) 水源環境保全税を活用した保全・再生への新たな取組 

－第２期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画がスタートします

－ 

平成24年度 

より県民に手に取ってもらえる広報物を発行していく観点から、従来のニュースレターに代

わる新たなリーフレット「森は水のふるさと」を作成した。読者として小学校高学年以上とそ

の保護者を想定し、家庭で使用されている水道水の源まで遡りながら、森と水の関係や森の働

きなど基本的な事柄を分かりやすく説明する内容となっている。 

平成25年度 

前年度に作成した「森は水のふるさと」と同様のリーフレット形式で、「支えよう！かなが

わの森と水」を発行した。既存のパンフレット「水源環境保全・再生をめざして」の内容を基

本として、水源環境保全・再生施策のねらいや取組内容、成果について、県民の方、特に小学

生にも親しみを持って理解してもらうことをねらいとして作成した。 

平成26年度 

県民会議で作成したリーフレット「森は水のふるさと」及び「支えよう！かながわの森と
水」を「もり・みずカフェ」等のイベントで配布し、施策の広報に取り組んだ。 
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県民会議「第１期実行５か年計画（平成19年度～23年度）の活動実績 

体制 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 
５か年計画
上の体制・
活動 

県民会議 

４回実施 
・県民会議の活動・体
制の検討、決定 
・各委員会等の報告に
基づき知事に提言・
報告 

４回実施 
・各委員会等の報告
に基づき知事に提
言・報告 

４回実施 
・第２期委員県民会議
が開始 

・山梨県内桂川流域現
地調査 

３回（ほか懇談会１
回） 
・第２期計画に関する
意見書の提出 

４回実施 
・第２期計画案の報告 
・県民会議委員の改選
についての報告 

推進 
委員会 

施策調査 
専門委員会 

３回実施 
・各事業の評価の流れ
図の整理 
・モニタリング調査方
法の検討 

４回実施 
・モニタリング調査
方法に対する意見 
・点検結果報告書(19
年度版)の作成 

５回実施 
・モニタリング調査方
法に対する意見 
・点検結果報告書(20
年度版)の作成 

３回実施 
・第２期計画に関する
意見書原案の検討 
・点検結果報告書(21
年度版)の作成 

４回実施 
・森林生態系の効果把
握のあり方の検討 

・点検結果報告書(22
年度版)の作成 

部会 
施策の 
評価・計画 
の見直し 

市民事業 
専門委員会 

６回実施 
・市民事業支援制度の
検討 

７回実施 
・支援制度の検証・
見直し 
・財政的支援以外の  
 検討 

５回実施 
・支援制度の検証・見
直し 
・財政支援以外の検討
（市民事業交流会） 

９回実施 
・支援制度の評価・改
善の検討 
・財政支援以外の検討
（市民事業交流会） 

５回実施 
・支援制度の改定 
・財政支援以外の検討
（市民事業交流会） 

部会 
市民事業 
の推進 

県民 
フォーラム 

３回実施 
・参加者542人 
・意見169件 

３回実施 
・参加者491人 
・意見134件 

２回実施 
・参加者336人 
・意見126件 

４回実施 
（うち山梨県開催１
回） 
・参加者471人 
・意見127件 

２回実施 
・参加者484人 
・意見171件 

総会 
(ﾌｫｰﾗﾑ) 
普及・啓発 

事業 
モニター 

 
・モニター方法の検討 
・情報提供方法の検討 

８回実施 
・森チーム４回 
・水チーム４回 

６回実施 
・森チーム３回 
・水チーム３回 

４回実施 
・森チーム２回 
・水チーム２回 

５回実施 
・森チーム３回 
・水チーム２回 

部会 
情報公開 

ニュース 
レター 

(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾁｰﾑ) 
・県広報に対する評価 
・県民会議の広報の検  
 討 

11回発行 
(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾁｰﾑ) 
・県ＨＰの改善策の
検討 

５回発行 ５回発行 ４回発行 
部会 
情報公開 

市民事業 
支援補助金 

 交付確定 
20団体35事業 
7,789,000円 

交付確定 
21団体40事業 
8,504,000円 

交付確定 
23団体37事業 
8,778,000円 

交付確定 
20団体28事業 
5,935,000円 

市民事業 
等の支援 

 

 

1
2
7
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県民会議「第２期実行５か年計画（平成24年度～26年度）の活動実績 

体制 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
５か年計画 
上の体制・ 
活動 

県民会議 

４回実施 
・第３期委員県民会
議が開始 
・各委員会等の報告
に基づき知事に提
言・報告 

４回実施 
・各委員会等の報告
に基づき知事に提
言・報告 

４回実施 
・各委員会等の報告
に基づき知事に提
言・報告 

推進委員会 

施策調査 
専門委員会 

４回実施 
・点検結果報告書(23
年度・第１期５か
年実績版)の作成 
・森林生態系効果把
握手法等の検討 

４回実施 
・点検結果報告書
(第２期・平成24
年度実績版)の作
成 

５回実施 
・点検結果報告書(第
２期・平成25年度
実績版)の作成 

部会 
施策の評価・計
画の見直し 

市民事業 
専門委員会 

５回実施 
・市民事業支援制度
の検討 
・財政支援以外の検
討（市民事業交流
会） 

６回実施 
・市民事業支援制度
の検討 
・財政支援以外の検
討（市民事業交流
会） 

７回実施 
・市民事業支援制度
の検討 

・財政支援以外の検
討（市民事業交流
会） 

部会 
市民事業の推進 

県民フォーラ
ム 

３回実施 
・参加者2,062人 
・意見178件 

４回実施 
・参加者1,224人 
・意見304件 

３回実施 
・参加者934人 
・意見206件 

総会 
(ﾌｫｰﾗﾑ) 
普及・啓発 

事業モニター 

３回実施 
・森林関係２回 
・水関係１回 
（このほか施策の現
場説明会を１回実
施） 

４回実施 
・森林関係２回 
・水関係１回 
・相模川水系上流域
対策１回 
（このほか施策の現
場説明会を１回実
施） 

４回実施 
・森林関係２回 
・水関係１回 
・相模川水系上流域
対策１回 

（このほか施策の現
場説明会を１回実
施） 

部会 
情報公開 

広報資料 

リーフレット「森は
水のふるさと」の発
行・配布 

・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「森は水の
ふるさと」の配布
13,594部 
・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「支えよ
う！かながわの森
と水」の発行・配
布 

・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「森は水の
ふるさと」の配布
9,152部 
・ﾘｰ ﾌ ﾚ ｯ ﾄ「支えよ
う！かながわの森
と水」の配布 
9,595部 

部会 
情報公開 

市民事業 
支援補助金 

交付確定 
23団体35事業 
9,728,000円 

交付確定 
22団体35事業 
9,043,000円 

交付確定 
24団体40事業 
10,227,000円 

市民事業等の支
援 

 

 

（２）市民団体の活動支援 

 平成19年度に水源環境保全・再生かながわ県民会議の市民事業等審査専門委員会

（当時）が、県内団体へのアンケート調査やヒアリング、県民会議委員の意見などを

基に市民事業支援制度の検討を行い、平成19年12月及び20年２月に報告書を知事に提

出しました。この報告に基づき、県は市民事業支援補助金制度を創設し、平成20年度

から開始しました。 
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市民事業支援補助金のこれまでの実績 

年度 
交付団体数 

及び事業数 
交付金額 事業の内容 事業実績 

平成 

20年度 
20団体35事業 7,789千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 21事業 5,307千円 

森林の保全・再生以外の事業、資機材の購入 3事業 1,300千円 

普及啓発教育事業 7事業 776千円 

調査研究事業 4事業 406千円 

延べ活動日数 283日 

延べ参加人数 4,080人 

延べ森林整備面積 14.47ha 

21年度 21団体40事業 8,504千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 25事業 5,882千円 

森林の保全・再生以外の事業、資機材の購入 5事業 1,513千円 

普及啓発教育事業 7事業 766千円 

調査研究事業 3事業 343千円 

延べ活動日数 376日 

延べ参加人数 5,319人 

延べ森林整備面積 19.68ha 

22年度 23団体37事業 8,778千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 22事業 5,066千円 

森林の保全・再生以外の事業、資機材の購入 6事業 2,374千円 

普及啓発教育事業 8事業 914千円 

調査研究事業 1事業 424千円 

延べ活動日数 465日 

延べ参加人数 4,939人 

延べ森林整備面積 23.36ha 

23年度 20団体28事業 5,935千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 18事業 4,074千円 

森林の保全・再生以外の事業、資機材の購入 3事業 1,008千円 

普及啓発教育事業 4事業 552千円 

調査研究事業 3事業 301千円 

延べ活動日数 389日 

延べ参加人数 4,235人 

延べ森林整備面積 22.72ha 

24年度 23団体35事業 9,728千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 19事業 5,572千円 

間伐材の利活用促進事業 4事業 2,219千円 

河川・地下水の保全・再生事業、資機材の購入 2事業 527千円 

普及啓発教育事業 9事業 1,381千円 

調査研究事業 1事業 29千円 

延べ活動日数 570日 

延べ参加人数 6,870人 

延べ森林整備面積 22.96ha 

25年度 22団体35事業 9,043千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 19事業 4,475千円 

間伐材の利活用促進事業 4事業 1,974千円 

河川・地下水の保全・再生事業、資機材の購入 2事業 549千円 

普及啓発教育事業、資機材の購入 10事業 2,045千円 

延べ活動日数 625日 

延べ参加人数 43,851人 

延べ森林整備面積 23.98ha 

26年度 24団体40事業 10,227千円 森林の保全・再生事業、資機材の購入 17事業 4,193千円 

間伐材の利活用促進事業、資機材の購入 7事業 3,096千円 

河川・地下水の保全・再生事業、資機材の購入 2事業 591千円 

その他の特別対策事業、資機材の購入 ３事業 535千円 

普及啓発教育事業、資機材の購入 11事業 1,812千円 

延べ活動日数 828日 

延べ参加人数 33,091人 

延べ森林整備面積 29.25ha 

合計 153団体250事業 60,004千円  延べ活動日数 3,536日 

延べ参加人数 102,385人 

延べ森林整備面積156.42ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ コ・ラ・ム ～市民活動こそが、水源環境保全・再生の取組の出発点～ ＞ 

市民事業専門委員会に関わって、自然豊かな環境が変化していくことを憂い、森林や河川

の保全に取り組む市民団体の方々を知った。豊かな自然が失われていくことへの危惧、身近

な環境を良くしたいという思いが地道な活動に繋がっている。その姿をこれまで幾度となく

見てきており、本当に頭の下がる思いである。 

活動場所はそれぞれ違うが、団体間の交流・連携をより深めることが、市民活動のさらな

る発展へとなり、そのためのツール作りも重要である。活動する中で直面する課題につい

て、現場で経験を重ねてきた者同士であればこそ、互いを認め合い、率直に語り合え、解決

に向けた手掛かりも見つかるのではないか。 

水源環境保全・再生のためには、地道な取組の継続が肝要であるが、まさにそれを実践し

ているのが市民団体の方々であり、県民参加型税制の理念を受け継ぐこの施策の原点とも言

える。行政による取組には自ずと限界があり、市民の果たす役割は大きい。次世代のために

も、自分たちで環境を守っていくという気概を持ち、実行していくことが大切である。 

   （神奈川県政モニターＯＢ会副会長 増田 清美（市民事業専門委員会委員長）） 
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